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図 1 毛筆の増幅的機能と緩衝的機能 
 































































































図 4 狭義の毛筆（墨）を用いない例 
 
図 5 益田が提案した学習用具 
 




















































 サンプル字種 ：２字種（「東」「道」） 
 サンプル書字者 ：２名（指導者レベル・学習者レベル） 




 毛筆１ ：兼毫 ＋ 普
通（市販墨液） 
 毛筆２ ：柔毫 ＋ 濃
墨（ 〃 ） 
 磁石筆１ ：タイプSS 

































図 8 描出機能の評価用紙 
表 1 条件別の正答率 
 
条件   正答率 
毛筆  濃墨・柔毫  62%  
毛筆  普通   66%  
磁石筆 SD   67%  
磁石筆 SS   58%  
 
 造像記 虞世南 歐陽詢 遂良 顔真卿 王羲之 黄庭堅 
毛筆 89% 54% 57% 64% 64% 50% 71% 










5-1 実験計画と方法： 運動的特徴：筆圧曲線の類似性 







 サンプル字種 ： ２字種（「木」「月」） 
 サンプル書字者 ： ４名（指導者レベル２名・ 
             学習者レベル２名） 
 書字対象  ： ３種（書写教科書より・顔氏家   
              廟碑/自書告身・雁塔聖教序） 
 字形の統一  ：枠のなぞり 
 書字条件 
 毛筆１ ：兼毫 ＋ 普通（市販墨液） 






















図 9 毛筆・磁石筆でなぞる 
 
図 10 筆圧の測定の様子 
 





























 対象としたクラス ：新潟県上越市内の小学校 
 学年  ：３年生・４年生 
 児童数  ：３年生 ９名  ４年生 ７名 
 学習目的・内容 ：新出漢字の学習 
 学習方法  ：筆順・空書き・読み意味・練習 
           （鉛筆・磁石筆）・鉛筆 












図 12 エキスパート B による書写「木」 
 
 図 13 非エキスパート B による書写「月」 
   
    

















































図 15 そり～はねの意識 
 
図 16 自主的な評価の様子 
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